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アンラボ、グローバル舞台で輝く、 

「RSAC 2024」 その革新の現場 
 

アンラボは 5月 6日から 9日まで、アメリカのサンフランシスコ、モスコーニ・センター (Moscone Center) で 4日間にわた

って開催された、グローバル最大規模のサイバーセキュリティカンファレンス 「RSA Conference 2024」 に参加し、個別ブー

スを設置して自社のセキュリティプラットフォームとソリューションを紹介した。アンラボブースには様々な国籍からの参加者が訪れ、

注目を集めた。また、本格的な導入・提携案に関する問い合わせも行われた。 

 

今年の 「RSA Conference 2024」 イベントと、アンラボブースのリアルな現場の様子をお届けする。 

 

 
[写真 1] モスコーニ・センター全景 (引用元:RSA Conference) 

 

「RSA Conference 2024 (以下、RSAC 2024) 」 には、約 130カ国からおよそ 4万 1千人が集まり、世界最大のセキュリテ

ィイベントとしての地位を再認識させた。今年のカンファレンスでは 33回の基調講演と 425回のセッションが行われ、600社以上の

企業が展示に参加して幅広いセキュリティインテリジェンスを共有し、最新の技術を紹介した。  

 

The Art of Possible:主流となった AI、そして協力の重要性 
「RSAC 2024」 のメインテーマは 「The Art of Possible」 であった。訳すると 「可能性の美学」 という意味であり、データと人工

知能 (AI) に基づいた協力を通じて 「サイバーセキュリティの無限の可能性を切り開く」 と解釈できる。サイバーセキュリティ・コミュニ

ティの協力に重点を置くことは、昨年の 「RSAC 2023」 のメインスローガン 「Stronger Together」 とも相通じるところがある。  
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[写真 2] 「RSAC 2024」 のスローガン 「The Art of Possible」 (引用元:RSA Conference) 

 

サイバーセキュリティ・コミュニティの協力を促すメッセージは、基調講演を通じても明確に確認することができた。  

 

 
[写真 3] RSAC 会⾧、Hugh Thompson 氏のオープニング基調講演 (引用元:RSA Conference) 

 

RSAC 会⾧の Hugh Thompson 氏は、オープニング基調講演 「The Power of Community」 を通じて、バーンアウト 

(burnout)、人工知能 (AI) などの最新のセキュリティトレンドを指摘した。まず、新型コロナウイルス(COVID-19) パンデミックを

経てバーンアウトを経験したセキュリティ担当者のことで、2024年にはセキュリティレポーティング (reporting) への負担が大きくなる

状況に直面していると述べた。また、AI の活用が広がるなか、AI が自分の仕事をもっと上手にできるように手伝ってくれるのか、AI 

をうまく制御できるかどうかを確かめる必要があると説明した。 

 

続いて、RSAC の C は 「カンファレンス (Conference) 」 だが、イベントを通じて共有される 「コンテンツ (Content) 」、そして 

「コミュニティ (Community) 」 でもあるとし、サイバーセキュリティにおいて不可能に思えることでも、コミュニティの協力によって達成

されることもあると強調した。  
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[写真 4] 基調講演 - IBM 

 

「RSAC 2024」 では AI が主流であることを証明するかのように、多くの基調講演が AI に関するテーマで行われた。一つの例とし

て、IBM サイバーセキュリティ・技術部門副社⾧の Rosa Bolger 氏とセキュリティ戦略部門副社⾧の Kevin Skapinetz 氏が

共に行った基調講演 「Securing New Limits: Protecting the Pathway for AI Innovation」 では、AI の登場による主

な変化とセキュリティアプローチが取り上げられた。 

 

両講演者とも、これまで AI の適用のほとんどがバックエンドで行われたため、人々が AI を体感することができず懐疑的に捉えてき

たが、生成 AI (Generative AI) が前面に登場し多くの変化が起こったと述べた。そして、AI の活用において 「働き方をどう変化

させるか」、「AI を活用して何を守るのか」 を判断することが重要であり、AI 時代の効果的なセキュリティのためには ▲学習データ

の保護 ▲データのアクセス制御 ▲AI モデルの保護など、データセキュリティにプライオリティを置くきだと述べた。 

 

このほかにも、アメリカ国務省⾧官の Antony Blinken 氏、Google Cloud Mandiant CEO の Kevin Mandia 氏、

CrowdStrike CEO の George Kurtz 氏など、サイバーセキュリティ関連の国家省庁および業界の有力者が基調講演に登壇し、

サイバーセキュリティ政策、トレンド、脅威動向、AI 技術など多方面にわたりインサイトを共有した。 
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[写真 5] 「RSAC 2024」 展示企業ブース 

 

AI が主流として浮上したことで、展示ブースの様子やメッセージにも変化があった。過去には企業が各プラットフォームやソリューション

の優秀性をアピールしていたのに対し、今年の展示ではほぼすべての企業が AI に関するメッセージを前面に出し、「これらのプラット

フォームと AI 技術が、企業のセキュリティをどれほど効率的に強化できるのか」 に重点を置いた。それぞれ異なるセキュリティ領域に

注力してきたセキュリティ企業の目が AI に集中していることを目の当たりにし、グローバルセキュリティ業界でも AI の影響力が急速

に拡大していることを再度実感することができた。  

 

アンラボのセキュリティプラットフォーム、世界的に注目される 
アンラボは、今年のカンファレンスで 「Detect, Respond, and Evolve: Security Powered by AI」 をキーメッセージとし、▲

AhnLab XDR (SaaS 型脅威解析プラットフォーム) ▲AhnLab TIP (次世代脅威インテリジェンスプラットフォーム) ▲OT セキ

ュリティフレームワーク (OT 全階層向けセキュリティプラットフォーム) など、グローバル戦略プラットフォームを展示し、各テーマに関す

る発表セッションを行った。また、アンラボのソリューションが保護する全セキュリティ領域を包括する統合セキュリティプラットフォーム 

「AhnLab PLUS」 も紹介した。  

 

 
[写真 6] AhnLab PLUS プラットフォーム 
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アンラボブースにはグローバルセキュリティ業界の関係者約 1,500人が訪れ、アンラボソリューションへの大きな関心を示した。ブースに

訪れた来場者にソリューションの紹介と試演を実施した。また、韓国国内を含むシンガポール、マレーシア、サウジアラビアなど、様々な

国の機関・企業、グローバルビッグ・テック企業などを対象に、ソリューションに関する問い合わせとカウンセリングも多数実施した。 

 

 
[写真 7] アンラボブースの全景 

 

 
[写真 8] アンラボブースの発表セッション 

 

まず、ブースに訪れたセキュリティ業界の関係者たちは AhnLab XDR に強い関心を寄せた。デモ画面を見た来場者は、複雑な脅

威とそれに関する危険度を直観的に指数化した 「リスク指数」 と、ユーザー中心に設計された UI (User Interface) に特に

注目した。AhnLab XDR は AI などの最新技術を導入して脅威を検知、解析、対応し、連動する様々なセキュリティソリューショ

ンのデータを正規化する。これにより、顧客は高度化したセキュリティ脅威に対しできる限り容易に対応することができ、今年のカンファ

レンスでも主なトレンドとして挙げられた 「バーンアウト (burnout) 」 問題を解決する一助となる。  
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[写真 9] AhnLab XDR 説明の様子 

 

また、グローバル攻撃グループに対する分析情報やレベルの高いセキュリティインテリジェンスを提供するアンラボの次世代脅威インテリ

ジェンスプラットフォーム、「AhnLab TIP」 も訪問客から注目を浴びた。AhnLab TIP はアンラボ独自の差別化された脅威情報や、

北朝鮮などの東アジア圏の攻撃グループに対する卓越した解析能力をもとに、市場で良い反応を得ている。さらに、AhnLab TIP 

が様々なセキュリティソリューションと連動して脅威インテリジェンスを供給することができ、AhnLab XDR と連携してニュースクリッピン

グおよび内部影響度 (Internal Impact) の確認機能を提供するという点も、訪問客から大きな反響を得た。  

 

 
[写真 10] AhnLab TIP 説明の様子 

 

OT セキュリティに関する様々な質問も続いた。ブースを訪れた OT 業界の関係者は、アンラボとナオンワークス (アンラボ OT セキ

ュリティ子会社) の OT セキュリティフレームワークに関する説明を聞いた。関係者は、アンラボの OT セキュリティフレームワークが単

体のソリューションのみ提供するのではなく、Purdue モデルに基づきエンドポイント、ネットワークなど OT の全階層にわたり一つの 

「フレームワーク」 で統合されて提供されるという点に多くの関心を寄せた。実際、アンラボの OT セキュリティフレームワークは韓国国

内だけでなく、グローバル市場でも多くの企業が関心を示し、実際の導入にもつながっている。 
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[写真 11] OT セキュリティフレームワーク説明の様子 

 

他にも、アンラボが設けたフォトブースイベントにも訪問客が後を絶たなかった。このイベントを通じて、全世界的に韓国の 「文化」 に

対する関心も相当に高まったことを実感することができた。 

 

 
[写真 12] フォトブースイベントの様子 

 

K-サイバーセキュリティ、現実化するグローバル拡張 
グローバル市場への進出は産業を問わず多くの企業の念願であるが、実現することは容易でない。アンラボは、過去数年間にわたり

グローバル影響力の拡大のために多くの努力を注ぎ、全社員が団結した結果、徐々に目に見える成果を出している。代表例として
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今年 4月、サウジアラビアのサイバーセキュリティおよびクラウドプロバイダーの 「SITE」 と現地ジョイント・ベンチャー (JV) の設立を

発表し、サウジを含む中東市場への進出を本格化した。また、アンラボの OT セキュリティフレームワーク、AhnLab TIP などの戦略

プラットフォームも、アジア市場を中心にレファレンスを増やし続けている。  

 

今回の 「RSAC 2024」 では、アンラボ、そしてサイバーセキュリティに対するグローバル潜在顧客の強い関心を現場で直に確かめる

ことができた。アンラボは 「RSAC 2024」 だけでなく、昨年シンガポールで開催された 「Govware 2023」 や今年 4月に日本で

開催された 「Japan IT Week 春」 でもブース展示に参加し、グローバル市場での需要を把握し、ブランドの認知度を高めると同

時に、⾧期的なビジネスチャンスを生み出している。 

 

 
[写真 13] 「RSAC 2024」 に参加したアンラボの社員 

 

アンラボのカン・ソクギュン代表は 「今回の 『RSA Conference 2024』 では、アンラボのノウハウが詰まった統合セキュリティプラット

フォーム 『AhnLab PLUS』 を様々な国から来た多くの来場者に紹介し、グローバル競争力を積極的にアピールできた」 とし、「アン

ラボは今後も海外顧客および関係者とのコミュニケーションを続け、アンラボのグローバルでの認知度を高め、海外市場でさらに成⾧

するために努力していく」 と述べた。 
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アンラボとは  

株式会社アンラボは、業界をリードする情報セキュリティソリューションの開発会社です。 
1995年から弊社では情報セキュリティ分野におけるイノベーターとして最先端技術と高品質のサービスをご提供できるように努力を傾けてま
いりました。今後もお客様のビジネス継続性をお守りし、安心できるIT環境づくりに貢献しながらセキュリティ業界の先駆者になれるよう邁
進してまいります。 
アンラボはデスクトップおよびサーバー、携帯電話、オンライントランザクション、ネットワークアプライアンスなど多岐にわたる総合セキ
ュリティ製品のラインナップを揃えております。どの製品も世界トップクラスのセキュリティレベルを誇り、グローバル向けコンサルタント
サービスを含む包括的なセキュリティサービスをお届け致します。 


